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Abstract : We, The Faculty of Arts at Kyushu Sangyo University have 

carried out the joint research activities aiming for regional industrial 

revitalization, contribution to the society, trainings for the students since  

2008. 

In this study, we have carried out the projects named "Kyushu Sangyo 

 

 

University CM workshops" and the project of producing a documentary.  

Through the production of the CM videos and the documentary, we have 

promoted the products and the understanding of the industries to the 

general consumers or public. And we have carried out the career 

education and the practical professional training for the students. 

 

 

1. はじめに 

近年、経済の動きは激しさを増す一方であり、先進テクノロジ

ーによる利便性が向上する中、心逸による多忙な日常を強いら

れる私たちは生活の基礎となる「食」の重要性さえも忘れがち

である。また、食品偽装、毒物混入、肥満や生活習慣病の増加、

不規則な食事や栄養の偏り、極端な食事制限など新たな問題も

生じている。さらに、我々を取り巻く「食」の情報は過度に氾

濫し、日々持ち上がる様々な問題をマスコミが煽り立てるなど、

これからの「食」のあり方は主体性を持って学ぶことが求めら

れている。また、2000 年 3 月、文部・厚生・農林水産省の 3 省

合同で「食生活指針」が作成され、2005 年 7 月には、「食育基本

法」が立法化された。若年層における栄養バランスの偏り、食

生活の乱れなどが指摘される中で、これらの動きは体育や知育

以上に「食」に対し理解を深める「食育」の重要性を我々が今

一度見直すべきことを示唆している。 

昨今、東日本大震災を契機に若い世代（特に子育て世代）を中

心として、QOL を志向し、安全安心を求めた地方への移住指向が

高まりつつある。また、食養普及における身土不二に代わり「地

産地消」という言葉が広く用いられる背景には、利便性や奢侈

性を求めた結果、海外輸入や外部依存を高めたことで「食」と

「農」の乖離を深めていった経緯が大きく関係する。今や、都

会での奢侈を極めた生活ではない田舎暮らしに魅力を感じる

人々は年々増えており、田舎での生活はもとより、地元でこだ

わりを持って、安全で安心して消費できる食材を自ら生産する

若い世代も増えている。 

本研究では、福岡県の糸島地域で手作りの食品を生産する若い

人々に着目し、地元の素材を使ってこだわりの物づくりに挑戦

する若い世代の企業や団体と学生で編成した複数のチームにて、

「九州産業大学 CM ワークショップ」プロジェクトとして、チー

ムごとに各企業の商品を広告するコマーシャル映像の制作を行

った。さらに、それら企業のこだわりをより深く理解するため、

選抜チームによる「ドキュメンタリー番組の制作」を行う産学

連携型のキャリア教育・専門教育を目的とした人材育成教育プ

ログラムの開発を行った。特に、本プロジェクトに参加する学

生は芸術学部や工学部を中心とした、さまざまな学年・学部・

学科に跨るため、コマーシャル映像を制作するための技術的な 

 

 

知識や経験に差異が大きく、これらの不均衡を是正するために 

業界関係者による勉強会や現場への見学会などを通し、商品や 

業界の知識と共にそれら技術的課題の解決を行なっている。ま

た、ドキュメンタリー番組の制作においては、糸島市でこだわ

りを持って「食」に関わるものづくりに取り組む生産者の取材

を通し、その精神性を深く探ることで芸術学部の学生がプロと

してのものづくりの心構えを学ぶ切掛けとし、日々の生活で何

気なく口にしている「食」の大切さを学ぶ「食育」への関心を

促すものである。 

 

2. 産学連携を通した地場産業への理解と「食」の重要性におけ

る理解推進 
内閣府が平成18年3月に提唱した「食育推進基本計画」には、「我

が国の食をめぐる現状が危機的とも言うべき状況に至った背景

には様々な要因があるが、戦後、我が国の社会経済構造等が大

きく変化していく中にあって、国民のライフスタイルや価値

観・ニーズが高度化・多様化し、これに伴い食生活やこれを取

り巻く環境が急激に変わってきたことが大きな要因の一つと考

えられる。そして、このような過程において、国民の食に対す

る意識、食への感謝の念や理解等が薄れ、このままでは健全な

食生活の実現は困難とも言える状態にまで至っている。」（内閣

府 「食育基本計画 2.これまでの取組と今後の展開」より引

用）とある。特に、この中では「食」に関わる様々な点におい

て我が国が「危機的」な切迫した状況にあると明言し、戦後の

社会経済構造の変化を背景とした国民生活の多様な変化によっ

て、これまで海外からも評価を得ていた「日本型食生活」の軽

視と健全な食生活の乱れに警鐘を鳴らしている。また、その継

承として推進された「第2次食育推進基本計画」（平成23年3月）

では、「社会経済構造の変化、国民の価値観の多様化等を背景に、

かつての米を中心として多様な副食からなるいわゆる「日本型

食生活」を基本とした食生活スタイルから個人の好みに合わせ

た食生活スタイルへと食の多様化がさらに進展した。その結果、

脂質の過剰摂取や野菜の摂取不足等の栄養の偏り、朝食の欠食

に代表されるような食習慣の乱れに起因する肥満や生活習慣病

の増加、過度の痩身等様々な問題が引き起こされている。」（内

閣府 「第2次食育推進基本計画 1.食をめぐる現状」より引用）
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としている。前計画を引き継ぐ本計画の中では、個人の食生活

における、より具体的な問題点を示している。特に、本計画で

は若い世代にとって食生活は健全な心身と人格形成において大

変重要な基礎を担っていることから、将来に渡る「食育」の重

要性を示唆している。そこで、今回、キャリア教育・専門教育

はもとより、多様化する価値観によって失われる「食」に対す

る意識や感謝の念を想起するプロジェクト型の教育推進にも重

きを置いている。 

 
3. 研究手法 

3.1 プロジェクトの推移 

九州地域の企業や団体の協力のもと、九州産業大学は 2008 年よ

りこれまで 6 ヵ年に渡って芸術学部が活動主体となり、地場産

業の振興を目的とする産学連携活動を行ってきた。この活動を

「地域産業プロジェクト」と称し、福岡を中心とする九州の地

場産業に関連する地域文化の魅力を大学の視点から捉え、多様

な媒体や作品を通して、産業の振興を目的とした情報発信を行

っている。この中で、芸術学部の美術学科、デザイン学科、写

真映像学科の３学科それぞれの専門性を活かした作品作りを通

し、それぞれに所属する学生が主体となって産学が連携する実

践教育を目的とした活動を行っている。今年度、写真映像学科

は、「九州産業大学 CM ワークショップ」という産学連携プロジ

ェクトを通してキャリア教育・専門教育を目的とした活動を

2003年5月～10月までの6ヶ月間に渡り行った(図-1)。さらに、

プロジェクトの参加学生の中から選抜チームを組織し、ワーク

ショップの進行と同時に協力クライアントを取材し、2003 年 5

月～翌年 1 月の 9 ヶ月に渡って特定のテーマを設定した「ドキ

ュメンタリー番組の制作」も行っている。特に、今回のプロジ

ェクトでは福岡県の糸島地域で手作りの食品を生産する企業や

団体に協力を要請し、近年、若い世代を中心とした食習慣の乱

れや極端な痩身志向に代表される偏食など、「食」に対する意

識の低下を改善する目的と、若い生産者がそれぞれにこだわり

を持って取り組むものづくりの精神を深く理解することで、将

来、社会人として専門性を活かした職業人のあるべき姿勢を模

索する切掛け作りも目的にある。 

3.2 各取組みの詳細 

・九州産業大学 CM ワークショップ 

「九州産業大学 CM ワークショップ」プロジェクトは、糸島市で

「食」に関わる生産者５団体からなる若手の経営者やリーダー

格の人物の支援により、チームごとに各生産者の商品の広告映

像を制作する（図-2）。また、近年のデジタル放送によるさま

ざまなデバイスや、メディアの多様化による映像の持つ説得力

に着目し、広報的意味合いからも CM 映像の制作というプロセス

を用いることによる商品の理解促進と外部への情報発信という

手法を用いている。以下に、参加学生と参加企業の詳細を示す。 

 

【参加学生】5チーム：各チーム8～9名 

芸術学部：32名、工学部：6名、商学部：2名、経営学部：1名 （合計）41名  

【協賛企業】5団体 

有限会社白糸酒造、新三郎商店株式会社、有限会社ミツル醤油醸造元、 

百笑屋、おき農園 

  

・「食」に関わる若手生産者のドキュメンタリー番組 

「九州産業大学CMワークショップ」の参加者41名より選抜チー

ムを編成し、ワークショップの立ち上げと同時に翌年の１月ま

での9ヶ月に渡る長期の取材を行ない、それぞれの生産者のこだ

わりを深く取材し、番組化している（図-3）。 

取材を行った生産者は、ワークショップに協賛する若手生産者

において特に関連性の高い団体に絞り込んだ。 

協賛５団体の中で生醤油の生産を行っているミツル醤油は、跡

継ぎが大学時代、東京農業大学醸造学科で学びながら、長期の

休みの度に全国の醤油蔵に出向き、泊まり込みで醤油づくりの

手伝いをしながら醸造の技術を学び、実家の醤油屋に戻り40年

ぶりに醸造業を復活させている。特に、跡継ぎである城 慶典氏

は、かつて高校時代に醤油屋を名乗りながら実家が自ら醤油を

醸造していない事実を知り、愕然とした経験がある。さらに、

世間のアミノ酸液や添加物に対する批判的な風潮に対し、地元

で作られる安心して口に出来る素材を使い、自ら醤油を醸造し

商品を作り上げることで醤油屋としての誇りを取り戻そうとし

た決意が背景にある。そこで、今回、ミツル醤油をはじめ醸造

に用いる地元の素材を提供する新三郎商店株式会社（商品：塩）

と百笑屋（商品：米・豆）にそれぞれ取材協力を要請した。番

組では、糸島でものづくりに励む生産者の「食」に対する思い

や情熱に重きを置いて取材しており、取材を通して学生が理解

したことは、全ての生産者に一貫した「自分が食べたいと思え

る物を、お客様に提供する」という信念である。番組は「糸島

の若き挑戦者たち～食に関わるこだわりの物づくり～」と題し

た12分19秒の簡潔な内容ながら、学生の目を通した一般消費者

にも分かり易い内容で、生産者の思いが伝わるような質の高い

構成を目指している。 

【参加学生】芸術学部：5名 

【協賛企業】4団体 

新三郎商店株式会社、有限会社ミツル醤油醸造元、百笑屋 

糸島 くらし×ここのき（古くから糸島の生産物を取扱う店舗） 

3.3 プロジェクト成果の展示（図-4） 

本プロジェクトは以下の内容で一般展示を行っている。 

・「九州産業大学 CMワークショップ」プロジェクト 

2013年10月26日（土）・27日（日）10：00～21：00  

JR博多シティアミュプラザ博多 10階エレベーター前広場 

（一般来場者）26日（土）128名・27日（日）180名 合計：308名 

・「ドキュメンタリー番組の制作」 

2014年2月20日（木）～3月1日（土）10：00～20：00 

 

図-2 CM 映像 

 

図-4 展示上映会 

 

図-3 ドキュメンタリーの取材 

 

図-1 現場見学会 


